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資産活用型ビジネス 人財活用型ビジネス

都市開発事業
魅力ある街と暮らしを創造する

戦略投資事業
次世代のインフラを構築する

管理運営事業
お客さまに感動体験を提供する

不動産流通事業
健全なストック社会を牽引する

オフィスビル

渋谷ソラスタ 東急プラザ BRANZ COMFORIA CAMPUS VILLAGE ReENE LOGI’Q

商業施設 分譲住宅 賃貸マンション 学生レジデンス 再生可能エネルギー 物流施設

Prato at Midtown TLCM/TRM 東急コミュニティー 東急Re・デザイン TCフォーラム 東急ハーヴェストクラブ 東急ステイ

投資運用 リフォーム工事 貸会議室 ホテル ホテル

レジャー

スキー場/ゴルフ場 東急スポーツオアシス グランクレール 石勝エクステリア 東急リバブル 東急住宅リース 学生情報センター

ヘルスケア ヘルスケア 環境緑化 賃貸住宅サービス 賃貸住宅サービス

マンション管理/
ビル・施設管理海外（北米・アジア）

仲介・不動産販売等













誰もが自分らしく、いきいきと輝ける未来の実現

2026-2030

長期経営方針：強靭化フェーズ

2021-2025

長期経営方針：再構築フェーズ

生産性向上・効率的投資による

顧客体験価値向上による

ビジネスモデル変革による



2021年度 2025年度
(目標)

2022年度
(予想)

2030年度
(参考)

838億円
950億円

1,500億円以上

351億円 390億円

750億円以上3.2％ 3.5％

5％以上

2.0倍以下

10%以上

2.3倍 2.2倍

5.7％
5.9％

1,200億円

650億円

4％

9％

2.2倍以下





都市開発事業
魅力ある街と暮らしを創造する

戦略投資事業
次世代のインフラを構築する 健全なストック社会を牽引する

不動産流通事業
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不動産流通事業











着工(2022年4月)時点において千代田区初











2020年3月31日時点 出典：住宅新報社





当期純利益

EPS





310

△105

都市開発セグメント

戦略投資セグメント

管理運営セグメント

不動産流通セグメント

全社/消去

(対2021年度 ＋0.4pt)
•

•

•

(対2021年度 ＋3.9pt)
•

•

261

147

519

△89
△180

350

280

500

250

2021年度 2025年度2022年度

838億円

950億円

1,200億円

114

118

513







•

•



●選定 －未選定 ／評価設定なし

※「健康経営優良法人2023」、「健康経営銘柄2023」は2023年3月頃、経済産業省より公表予定







2022
（予想）

19.2%
24.1%

25.4%
25.1%25.1%

27.3%29.8%

53.1%

34.8% 35.0%

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2025

8.0 
10.0 

12.0 
13.0 

14.5 
15.5 16.0 16.0 

17.0 
19.0 

30％以上を
継続維持



※上記内容は、2023年1月公表の株主さまご優待券の情報です。今後変更の可能性があります。



NEW

https://www.tokyu-fudosan-hd.co.jp/ir/stockandbond/incentive/


｜ ｜



私たちは、グループが展開する多様なグリーンの力を融合させ、誰もが自分らしく、いきいきと輝ける未来をつくります。


